
金
滞
古
蹟
志
巻
三
十

一
、
銀
五
枚

久

次

高
麗
ゑ
さ
し

右
滑
六
は
市
村
清
六
、
久
次
は
小
川
久
次
な
り
。
貸
永
三
年
高
麗
者

取
調
書
に
、
高
麗
網
摂
市
村
七
兵
衛
曾
祖
父
市
村
故
清
六
儀
は
、
高

麗
者
に
て
拾
に
罷
成
、
瑞
龍
公
被
-m

召
出
一
殺
生
御
用
被
=
仰
付
-
と
あ

り
。
さ
れ
ば
久
次
も
清
六
と
同
動
に
て
.
慶
長
十
年
の
頃
は
僅
に
銀

五
枚
賜
は
り
し
と
と
知
ら
れ
け
り
。
さ
て
由
緒
書
K
.
久
次
棄
は
、

高
麗
よ
り
檎
七
人
被
a
召
漣
-
内
、
女
子
一
人
有
v
之
庭
、
右
女
子
久
次

之
妻
に
罷
成
‘
正
保
元
年
病
死
。
二
子
あ
り
。
長
男
七
郎
左
衛
門
、

寛
永
十
五
年
歩
士
並
に
召
出
さ
れ
、
切
米
四
十
俵
賜
は
り
、
父
久
次

よ
り
火
術
の
秘
方
を
侮
受
し
け
る
故
に
、
火
術
方
に
命
ぜ
ら
れ
、
承

臆
二
年
新
知
百
五
十
石
賜
は
り
、
町
同
心
並
に
て
‘
町
事
行
支
配
に

命
ぜ
ら
れ
た
り
。
七
郎
左
街
門
に
二
子
あ
り
。
寛
文
六
年
七
郎
友
街

門
残
し
、
遺
知
百
五
十
石
の
内
百
石
を
長
男
檎
右
衛
門
に
賜
は
り
、

五
十
石
を
ば
次
男
七
丞
陀
賜
は
り
雨
家
と
成
る
。
又
久
次
の
二
男
茂

兵
衛
も
、
寛
永
十
五
年
兄
七
郎
左
衛
門
と
共
に
被
=
召
出
一
歩
行
士
並

に
被
v
命
‘
三
拾
俵
賜
は
り
、
寛
文
三
年
残
し
、
共
子
茂
右
衛
門
定
番

歩
組
と
成
り
、
古
一
家
共
家
停
の
高
麗
流
火
術
の
秘
方
を
相
侮
し

τ、

火
矢
方
細
工
人
を
指
揮
し
、
火
術
方
の
微
裁
た
り
。
混
見
摘
窮
に
、

演
に
於

τ火
矢
打
試
入
用
人
歩
請
取
方
に
付
き
、
小
川
櫨
右
衛
門
等

町
奉
行
へ
封
し
過
言
の
次
第
有
v
之
.
纏
右
衛
門
井
せ
が
れ
又
三
邸
雨

入
、
能
登
嶋
の
地
へ
流
刑
に
蕗
せ
ら
れ
、
小
川
七
丞
も
玉
井
勘
解
由

へ
顕
け
ら
れ
し
か
ど
‘
後
赦
菟
と
た
る
。
菅
家
見
聞
集
に
は
、
延
寅

二
年
小
川
椴
右
衛
門
火
矢
手
停
人
可
v
被
且
召
抱
-
儀
に
付
、
奥
頭
・
町
奉

行
に
封
し
暴
言
す
。
依
v
之
樺
右
衛
門
は
品
川
搬
入
へ
御
漬
け
、
同
人

せ
が
れ
又
三
郎
は
奥
野
右
兵
街
へ
御
預
け
、
椴
右
衛
門
弟
七
之
丞
は

玉
井
鋤
解
由
へ
御
漬
け
に
相
成
、
遁
而
構
右
衛
門
・
叉
三
郎
父
子
雨

入
館
州
・
嶋
の
地
へ
減
刑
。
七
之
丞
は
菟
許
に
て
、
植
右
衛
門
跡
職
に

被
a
仰
付
吋
と
見
h
、
松
雲
公
年
譜
に
も
、
延
寅
二
年
火
箭
之
名
人
小

川
椴
右
衛
門
、
火
箭
之
手
停
人
選
患
の
事
に
依
り
て
、
町
奉
行
へ
封

し
不
遜
之
儀
有
v
之
。
檎
有
街
門
等
夫
々
御
預
け
に
相
成
、
機
右
衛
門

父
子
能
州
へ
流
刑
被
a
仰
付
吋
七
之
丞
は
菟
許
に
而
、
共
の
・
家
業
相
績

修
仰
伐
と
あ
り
。
さ
て
共
の
後
機
右
衛
門
も
赦
菟
に
て
召
返
さ
れ
、

更
に
十
人
扶
持
賜
は
り
、
火
術
方
如
b

故
命
ぜ
ら
れ
た
り
。
松
雲
公
夜

話
線
に
‘
小
川
様
宥
衛
門
は
火
矢
之
相
停
仕
り
、
鍛
地
も
上
手
也
0

.
宮
腰
越
の
演
に
て
、
馬
上
早
道
の
内
に
て
銀
地
の
玉
禁
込
替
へ
、
六
・

七
放
も
打
ち
た
り
。
馬
も
借
馬
な
ど
に
て
可
v
有
v
之
.
馬
術
の
沙
汰
も

金
滞
古
蹟
志
巻
三
十

)¥ 

寛
文
・
延
貨
の
間
金
津
に
小
川
櫨
右
衛
門
と
云
ひ
て
.
高
麗
流
鱗
胞

の
術
を
停
へ
、
火
矢
等
の
火
器
妙
誕
を
聾
し
、
例
年
執
政
府
の
指
聞

に
て
、
右
川
郡
宮
腰
績
の
海
演
に
て
共
の
華
街
を
習
撃
す
。
椴
右
衛

門
及
び
小
川
七
丞
・
小
川
茂
右
衛
門
、
外
に
足
髄
高
波
源
八
等
四
人

也
。
然
る
に
宮
腰
に
て
は
‘
御
披
へ
近
く
響
き
候
て
あ
し
く
候
と
て
、

本
吉
浦
に
て
稽
古
方
申
渡
さ
れ
し
慮
、
小
松
按
代
前
岡
三
左
衛
門
直

之
、
小
松
に
於
て
此
の
由
を
僻
聞
し
、
習
曲
学
の
者
共
を
抑
へ
置
き
.

使
番
を
出
し
‘
小
松
披
よ
り
の
指
間
無
v
之
内
は
不
v
可
v
打
。
若
し
推

し
て
火
箭
等
を
畿
ぐ
る
も
の
候
は
ピ
、
召
捕
候
様
に
被
a
耐
・
付
一
誕
の

趣
段
々
金
樺
執
政
府
へ
相
聞
え
、
執
政
府
よ
り
早
使
を
以
て
‘
先
建

て
不
ν
及
a
案
内
-
儀
不
念
の
至
也
。
拙
者
共
承
届
鏡
v
致
E

精
古
-
候
儀
無
v

続
候
。
御
聞
届
稽
古
仕
様
に
致
度
旨
被
昌
申
建
-
と
云
品
川
。
と
あ
り
。
按

-
宇
る
に
、
布
は
寛
交
の
末
頃
・
な
る
べ
し
。
利
常
卿
小
松
在
城
し
給
ふ

頃
は
、
小
松
近
漣
浮
柳
演
に
て
火
矢
の
打
試
あ
り
し
か
ど
、
高
治
元

年
に
利
常
卿
菟
逝
‘
翌
二
年
火
矢
筒
等
悉
く
金
津
細
工
所
へ
引
取

り
、
寛
文
四
年
よ
り
蒋
秋
雨
度
宛
、
宮
腰
字
涼
木
部
或
は
倉
部
演
湊

浦
に
於
て
打
試
あ
り
た
る
由
、
天
明
五
年
正
月
小
川
七
太
夫
・
久
太

夫
雨
入
の
上
申
書
に
載
せ
た
り
。
さ
て
寛
文
十
二
年
間
六
月
、
宮
腰

陶

J

d
も

無
v
之
庭
、
何
と
か
仕
ゃ
う
の
僻
受
も
有
v
之
儀
に
候
哉
。
大
健
の
馬
に

て
は
と
た
へ
問
敷
悲
り
。
右
櫛
お
街
門
儀
、
先
年
町
合
所
に
て
、
勝

手
よ
り
万
を
指
し
罷
出
で
、
町
奉
行
へ
封
し
雑
言
仕
る
に
付
、
能
州

へ
被
昌
譜
置
-
候
。
火
矢
の
上
手
に
候
故
、
御
免
被
v
成
被
v
返
、
御
技
持

被
v
下
候
由
。
享
保
七
年
四
月
十
二
日
に
御
意
也
。
と
あ
り
。
右
被
v
菟

更
に
扶
持
方
賜
は
り
た
る
年
月
は
未
だ
静
か
な
ら
A
Y
。

O
火
矢
方
細
工
人

奮
務
中
は
、
火
矢
方
細
工
人
と
て
、
歩
士
並
の
者
に
て
、
町
奉
行
の

支
配
人
也
。
此
の
細
工
人
は
、
火
矢
方
助
制
裁
小
川
氏
の
附
属
に
て
、

火
矢
所
に
出
で
L
小
川
氏
の
指
闘
を
請
け
.
火
焔
等
の
細
工
を
・
な
し

た
り
。
細
工
人
の
内
二
名
宛
仮
横
自
民
命
ぜ
ら
る
。
小
川
雨
家
連
名

の
寄
札
如
v
左。

高
治
三
年
よ
り
御
歩
横
目
一
人

延
寅
三
年
よ
り
原
岡
代
御
歩
横
目

同

五

年

よ

り

粛

藤

代

御

歩

横

目

八

同

六

年

よ

り

東

郷

代

御

歩

横

目

副

椴

六

右
副
闘
機
六
、
元
秘
七
年
役
替
被
=
仰
付
一
以
後
代
り
人
被
-
-
仰
付
-
問
敷

段
.
村
井
出
雲
殿
被
昌
仰
渡
-
に
付
、
共
後
よ
り
火
矢
方
御
細
工
人
之

原

岡

源

兵

衛

嫡
藤
四
郎
兵
衛

東

郷

叉

閏

九




